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豊竹若太夫x鶴澤清介 大山丸一段た挑を ノ素浄瑠肩公演

絵
本
太
功
記

十
段
目

尼
ヶ
崎

の
段

本
能
寺
で
小
田
春
永
（織
田
信
長
）
を
討
っ
た
、
武
智
光

秀
（
明
智
光
秀
）
の
末
路
を
描
く
名
作
。
熟
慮
と
苦
悩
の

末
に
踏
み
切
っ
た
謀
坂
の
道
が
三

家
す
べ
て
の
運
命
を
狂

わ
せ
る
。
老
母
、
妻
、
嫡
子
、
そ
の
若
妻
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
が
、
光
秀
を
揺
さ
ぶ
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
至
う
ま
す
。

数
あ
る
時
代
物
浄
瑠
璃
の
中
で
も
、
こ
れ
ほ
ど
多
彩
な

人
物
を
擁
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
聞
き
ど
こ
ろ
に
富
ん
だ
演
目

も
少
な
い
で
し
ょ
う
。
西
暦
１
７
９
９
年
と
い
う
、

１８
世
紀

の
最
終
盤
で
初
演
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
開
発

さ
れ
磨
き
上
げ
ら
れ
た
、
あ
ら
ゆ
る
語
う
と
作
曲
の
技
法

が
盛
う
込
ま
れ
た
大
曲
で
す
。

近
年
の
文
楽
で
の
上
演
で
は
、
十
次
郎
と
初
菊
を
中
心

と
す
る
前
半
と
、
光
秀
を
中
核
と
す
る
後
半
で
、
太
夫
と

三
味
線
を
分
け
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
本

来
は
一
人
で
語
う
通
す
べ
き
、
こ
れ
ぞ
紋
下
級
の
語
う
物

で
し
ょ
う
。

い
ま
や
斯
界
を
牽
引
す
る
豊
竹
若
太
夫
は
、
由
緒
あ
る

名
跡
の
十

一
代
目
を
継
承
し
て
、
祖
父
十
代
目
の
「
命
が

け
の
浄
瑠
璃
」
の
再
生
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。
定

評
あ
る
語
う
分
け
と
詞
の
怜
悧
さ
に
加
え
て
、
圧
倒
的
で

重
厚
な
貫
禄
を
め
ぎ
し
て
、
更
な
る
進
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
若
太
夫
を
支
え
る
鶴
澤
清
介
も
ま
た
、
鋭
利
繊
細
な

表
現
か
ら
豪
快
華
麗
な
切
れ
味
ま
で
、
定
評
の
あ
る
表
現

力
が
多
彩
な
聞
き
ど
こ
ろ
を
活
か
し
て
く
れ
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

演
奏
後
に
は
、
う
っ
て
か
わ
っ
て
軽
妙
な
話
術
に
定
評

あ
る
ど
両
人
の
、
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き

ま
す
。
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１
９
６
７
年
三
代
竹
本
春
子
太
夫
に
入
門
、
祖
父
十
代
豊
竹
若

太
夫

（
人
間
国
宝
）
の
幼
名
の
豊
竹
英
太
夫
と
名
の
る
。
後
に
四

代
竹
本
越
路
太
夫

（
人
間
国
宝
）
の
門
下
と
な
る
。
祖
父
ｏ
若
太

夫
の
血
と
、
師
匠
・
越
路
太
夫
の
芸
を
受
け
継
ぎ
、
早
く
か
ら
期

待
を
集
め
て
き
た
。
明
治
初
め
か
ら
続
く
重
要
な
名
跡
で
あ
る

豊
竹
呂
太
夫
を
襲
名
以
後
、
自
ら
の
立
ち
位
置
を
確
立
し
、
満

を
持
し
て
２
０
２
４
年
４
月
、
十

一
代
目
豊
竹
若
太
夫
を
襲

名
。
文
楽
界
で
は
若
太
夫
は
竹
本
義
太
夫
に
次
ぐ
大
名
跡
で
あ

り
、
祖
父
の
名
前
で
も
あ
る
若
太
夫
の
名
前
を
五
十
七
年
ぶ
り

に
復
活
さ
せ
、
先
頭
に
立
っ
て
文
楽
座
を
牽
引
す
る
意
欲
に
燃

え
て
い
る
。
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バ

０

鶴

澤

清

介

１
９
７
３
年
二
代
鶴
澤
道
八
に
入
門
。
翌
１
９
７
４
年
鶴
澤
清

介
と
名
の
り
、
朝
日
座
に
お
い
て
初
舞
台
。
剛
柔
兼
ね
備
え
、
時

代
物
か
ら
世
話
物
ま
で
幅
広
い
芸
域
の
持
ち
主
。
ま
た
、
古
典

の
み
な
ら
ず
新
作
文
楽
の
作
曲
に
も
才
能
を
発
揮
。
２
０
１
２

年
現
代
演
劇
の
第

一
線
で
活
躍
し
て
い
る
三
谷
幸
喜
が
初
め
て

文
楽
に
書
き
下
ろ
し
て
話
題
を
呼
ん
だ

『
三
谷
文
楽
　
其
礼
成

心
中
』
（
そ
れ
な
り
し
ん
じ
ゅ
う
）
の
作
曲
も
手
が
け
る
。
演
奏

後
の
座
談
会
で
は
ど
こ
ま
で
も
続
く
か
と
思
わ
せ
る
話
術
も
間

き
物
で
、
文
楽
三
味
線
の
魅
力
を
語
る
稀
有
な
語
り
部
と
し
て

も
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

憑咤灯雉

児
　
玉
　
竜
　
一

兵
庫
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
教
授
。
早
稲

田
大
学
卒
業
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
か
ら
、

早
稲
田
大
学
助
手
、
東
京
国
立
文
化
財
研

究
所
、
日
本
女
子
大
学
な
ど
を
経
て
現
職
。

専
門
は
日
本
演
劇
研
究
と
評
論
。
編
書
に

『
能
楽

・
文
楽

・
歌
舞
伎
　
日
本
の
伝
統
芸

能
へ
の
誘
い
』
（
教
育
芸
術
社
）
、
共
編
著
に

『
カ
プ
キ

・
ハ
ン
ド
ブ

ツ
ク
』
（
新
書
館
）
、

『
映
画
の
な
か
の
古
典
芸
能
』
（
森
話
社
）
な

ど
。
「
朝
日
新
聞
」
で
歌
舞
伎
評
担
当
。
国

立
劇
場
研
修
事
業
講
師

（
文
楽

・
歌
舞
伎

・

歌
舞
伎
竹
本
）
。
２
０
１
３
年
よ
り
早
稲
田

大
学
演
劇
博
物
館
副
館
長
を
経
て
、
２
０
２

３
年
よ
り
館
長
。

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館

館
長
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